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注意 が注意機能及 メタ認知的信念・ 感  

に える影響 

々    知   田     野

要 約

注意 は，注意の ト ル力を めることで精神疾患の 持要因となる自己注目状態の

を目 す心 である。 は大うつ 性障 などに治療 果があることが らかになっているが，

どのような注意機能に影響を及ぼすのか不 である。 の が不適応なメタ認知的信念及

感 を さ るか，またどの注意機能に影響を及ぼすのかを注意 ト ク 題 を用いて

検討することを本研究の目的とした。健常な大学生に を 間 日 つ実 してもらったとこ

，抑うつ感と不適応なメタ認知的信念の が見られた。注意 ト クに変動はなかったが，

の 体的な反応時間が くなる傾向性が示されていたことより， が持続的な注意の 果を向上さ

たことが考えられた。ただし実験 力者の なさや の 果により上 の結果が た 能性が

あるので，実験デ を してさらに精密に検討することが まれる。 

キーワード ， ，自己注目

 

 

問題と目的 

 うつ や不 障 の中 的症状である心配や

反 ， モ タ は，思考や 体感 な

どの自己 連 に注意が する自己注目に

より 持すると考えられている 。

自己注目は，自己の認知過程に する信念であ

るメタ認知的信念から生じる

野・ ・ 。注意

は，自己 連 で

はない 的 の処 を行うことで した自

己注目処 を中 し，注意機能を め，メタ認

知の 性を向上さ るために 発された心

である。 体的には， は 数の す

る に対して注意を 作する注意の

であり， 的注意，注意の ，注意の
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の つの トから 成される。

的注意では， する 数の の中から特定の

一つの に対して注意を向け続ける を行い，

注意の では 数の や 間的 の間に注

意を 早く切り える を行う。注意の

では， 数の や 間的 に対して同時に注

意を向け続ける を行う。この を して，

注意を に ト ルすることができる能

力を に けることにより，思考や感 の 対

的な影響力を ることができる。多くの 一

事例実験デ より， は抑うつ，

ク障 ，心気症， ， 失調症の治療に

果的だったことが実 されている

。

 とこ で，注意機能には， 野

を中心とした の活動が大きく

している。一 ， な感 の生
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には 体の過活動が 連しているが，

がこれを制御する機能をもつ

。

ここから， などに基 をもつ注意制御

機能を強めることで感 制御を強めることが

るという発 のもと，注意の を して

心 行動 の を目 す神経行動療 が

注目されている

。 はうつ 患者に対

して りの介入を行いその 果を した。

一つは 常治療であり，もう一つは 常治療に

認知 作

ここでは， と メモ

題である定

連続 検

を わ たもの を し

たものである。その結果， を行った群の

うが 常治療群と べて 意に大きいうつ

症状の が見られ，さらに 群 に対

して機能的 気 像

検 を

行ったとこ ， が い 題時におけ

る の活動の向上， に

に対する 体の活動の が見られた。

このことから を めた の 果に注意

機能及 動制御に わる神経基 の変 が

することが示唆されたが， の

果は らかになっていない。

 ここで，注意機能の認知神経科学的な と

して が した

つの注意 ト ク

ト ク，定 ト ク，実

行 ト ク が られる。

このうち， 果は予 される に対して

注意を ， 持する機能であり，早 な反応

を 進する。定 果は 数の の中から，

特定の に対して 的に注意を向ける機能

を す。 に，実行 果は注意のト

的制御によって， 間の クトを

する機能を す。これらの注意 ト ク

を 定するために，注意 ト ク スト

が 発された

。 ト クは異なる の機能を

反 していることが を用いた研究で実

さ れ て お り

， を実 する

ことでそれらの 活動を間 的に検討すること

が 能である。

 上 のように， はメタ認知的信念に基づ

く自己注目を ち切る目的で 発された注意の

性を 向する心 であるが，注意機能

に わる神経機能の変 を こす認知 作

であるとも える。一 で， が抑うつや

不 に対して治療 果があることは示されてい

るが，メタ認知的信念の に対する 果に

しては， 数の治療事例の があるの であ

る 。さらに，

は注意機能のどの に きかけるのか，また

が き こす注意機能の変 は，どのよう

に 感 やメタ認知的信念の変 を予

するのかという の実 的な は不 で

ある。

本研究は， の実 が不適応なメタ認知的

信念，及 感 の に 果がある

かどうかを検 することを の目的とする。

さらに， が で 定される注意 ト

ク機能にどのような変 をもたらすかを

的に検討する一 ，その変 が抑うつ感，特

性不 ，不適応なメタ認知的信念の にどの

ような 連を示すかを検討することを の目

的とする。

  

 

実験対 者

早稲田大学の大学生で，実験への 意思が

示された ，

を対 とした。 の介入を行う 群
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男性 ， 性 ，

と， 制群 男性 ， 性

， に り けた。ただし，

に しては が 験者の

より 上大き

かった のデ タ ， を いて行

った。

・

野・ ・

抑うつ症状を 定するために 用した。 い

信 性と 性を している。過 間の抑

うつ症状の 現頻度について， 目で

を めた。

田野・ 原・ ・ 我・

特性不 を するために， 状態・

特性不 検 の 度である「特性不 度」

を 用した。 い信 性と 性を し

ている。 の不 状態について，

目で を めた。

田・

特に心配に 連するメタ認知的信念が精神障

において果たす を 定するために 発さ

れたメタ認知 問

の

を 用した。 い信 性と 性を している。

因 であり， 目で を め

た。

本 題は， タ の の中 の注

の上 い れかに 示される タ

ト の 向 い れか を 確に，

スをク クすることで 早く すること

が められる。なお，タ ト に 行し

て のい れかの 態で がかり が

示される。このうち， がかりなし を

いたすべての で，タ ト がいつ現

れるのかを示す時間的な が される。一

， 間 がかり においての ，タ

ト が 現する 置に がかり が 示さ

れることによって，タ ト の 現 置

に する 間的 が される。また，タ

ト は のい れかの ラ

で 示される。 の一 は，タ

ト の にタ ト と同じ 向を

向いた が 本 つ 示される である。

不一 では，タ ト の にタ

ト と 向を向いた が 本 つ

示される。中性 ではタ ト に

して， を わない が に 本 つ

示される。

つの 行の れを， に した。ま ，

の 示 間 がある。そ

の 間 がかり が 示される。

その ， の 示 間を で，タ

ト と ラ が現れるが， 験者

が反応するまで， 大 間タ

ト と ラ は 示され続ける。 験者

が反応するとす にタ ト と ラ

は 失し， 示 間に入る。この

示 間は， から の さと反応時

間を いた さとなる。なお，反応時間はタ

ト と ラ が 示されてから反応

がなされるまでの さである。 上が つの

行の れであり， 時間は とな

る。 題は， の ク きの

行を クと， クな

しの 行 タ ト

置 タ ト 向 ラ 反

復 を 実験 ク つから 成され，

本 行は で 行行われる。

には 体の過活動が 連しているが，

がこれを制御する機能をもつ

。

ここから， などに基 をもつ注意制御

機能を強めることで感 制御を強めることが

るという発 のもと，注意の を して

心 行動 の を目 す神経行動療 が

注目されている

。 はうつ 患者に対

して りの介入を行いその 果を した。

一つは 常治療であり，もう一つは 常治療に

認知 作

ここでは， と メモ

題である定

連続 検

を わ たもの を し

たものである。その結果， を行った群の

うが 常治療群と べて 意に大きいうつ

症状の が見られ，さらに 群 に対

して機能的 気 像

検 を

行ったとこ ， が い 題時におけ

る の活動の向上， に

に対する 体の活動の が見られた。

このことから を めた の 果に注意

機能及 動制御に わる神経基 の変 が

することが示唆されたが， の

果は らかになっていない。

 ここで，注意機能の認知神経科学的な と

して が した

つの注意 ト ク

ト ク，定 ト ク，実

行 ト ク が られる。

このうち， 果は予 される に対して

注意を ， 持する機能であり，早 な反応

を 進する。定 果は 数の の中から，

特定の に対して 的に注意を向ける機能

を す。 に，実行 果は注意のト

的制御によって， 間の クトを

する機能を す。これらの注意 ト ク

を 定するために，注意 ト ク スト

が 発された

。 ト クは異なる の機能を

反 していることが を用いた研究で実

さ れ て お り

， を実 する

ことでそれらの 活動を間 的に検討すること

が 能である。

 上 のように， はメタ認知的信念に基づ

く自己注目を ち切る目的で 発された注意の

性を 向する心 であるが，注意機能

に わる神経機能の変 を こす認知 作

であるとも える。一 で， が抑うつや

不 に対して治療 果があることは示されてい

るが，メタ認知的信念の に対する 果に

しては， 数の治療事例の があるの であ

る 。さらに，

は注意機能のどの に きかけるのか，また

が き こす注意機能の変 は，どのよう

に 感 やメタ認知的信念の変 を予

するのかという の実 的な は不 で

ある。

本研究は， の実 が不適応なメタ認知的

信念，及 感 の に 果がある

かどうかを検 することを の目的とする。

さらに， が で 定される注意 ト

ク機能にどのような変 をもたらすかを

的に検討する一 ，その変 が抑うつ感，特

性不 ，不適応なメタ認知的信念の にどの

ような 連を示すかを検討することを の目

的とする。

  

 

実験対 者

早稲田大学の大学生で，実験への 意思が

示された ，

を対 とした。 の介入を行う 群
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果は， なし の 反応時間

から 重 の を くこと

で される。定 果は，中 の

から 間 の を くことで され

る。実行 果は，不一 の から一

の を くことで される。

実験 続き

 実験は 間にわたって実 され， 定は

と の 実 された。 定では，実

験同意を た に ， ， への

を め， を実 した。この ，

群に対しては の心 及 の

を行った。 制群は 制 題として の

を行った。 群は ム クとして，

定までの 間の間， 日 日 を行

った。 定では， 群は の実 ，

制群は 制 題としての の を行った

， 群とも の実 ， ， ，

への を行った。

 

  

 

実 日数

群の 実 日数は 日，

差は だった。

 気 の検討
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(a) CES-D 
 (ATT )  (pre post) 

 (F (1,23) = 4.59, 
p < .05)

 (F (1,23) = .07, n.s.; F (1,23) 
= .12, n.s.)

(ATT  / pre: F (1,23) 
= 1.05, n.s.; ATT  /  post: F (1,23) = 1.45, 
n.s.;  / pre: F (1,11) = 1.61, n.s.;  
/ post: F (1,12) = 3.12, n.s.)

 ( 2 = .04)  

(b) STAI-T 
 (ATT )  (pre post) 

 ( F (1,23) = 1.62, 
n.s.; F (1,23) = 1.20 ,n.s.)

 (F 
(1,23) = 1.05, n.s.)

( 2 = .00)  
(c) MCQ-30 

 (ATT )  (pre post) 

 (F (1,23) = 
4.68, p < .05)

 (F (1,23) = 2.89, n.s., F (1,23) 
= 2.48, n.s.)

ATT  
(F (1,11) = 6.77, p < .05)

 ( 2 = .04)   

 
(3)  
(a)  (RT) 

ANT RT  (ATT
)  (pre post) 

 (F 
(1,23) = 4.71, p < .05)

 (F (1,23) = 2.18, n.s.;  
F (1,23) = .35, n.s.)

( 2 = .01)  
(b)  

 (ATT )  (pre post) 

 (F (1,23) = 10.11, p 
< .01)  
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* p < .05

果は， なし の 反応時間

から 重 の を くこと

で される。定 果は，中 の

から 間 の を くことで され

る。実行 果は，不一 の から一

の を くことで される。

実験 続き

 実験は 間にわたって実 され， 定は

と の 実 された。 定では，実

験同意を た に ， ， への

を め， を実 した。この ，

群に対しては の心 及 の

を行った。 制群は 制 題として の

を行った。 群は ム クとして，

定までの 間の間， 日 日 を行

った。 定では， 群は の実 ，

制群は 制 題としての の を行った

， 群とも の実 ， ， ，

への を行った。

 

  

 

実 日数

群の 実 日数は 日，

差は だった。

 気 の検討
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 (F (1,23) = 
2.09, n.s.; F (1,23) = .08, n.s.)

( 2 = .00)  
(c)  

 (ATT )  (pre post) 

 ( F (1,23) = .06, n.s.;  
F (1,23) = .53, n.s.)

 (F (1,23) = .23, n.s.)
 ( 2 = .00)  

(d)  
 (ATT )  (pre post) 

 (F (1,23) = 4.62, p 
< .05)

 (F (1,23) = .41, 
n.s.; F (1,23) = .18, n.s.)

 ( 2 = .00)  
 

考 察 
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ATT
 (Wells, White, & Carter, 1997;  

Papageorgiou & Wells, 2000)
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ある一 ，特性不 の には 果がないこと

が示された。

 を行うことでメタ認知的信念が変 する

かは，うつ 患者を対 にした 数事例の

があるの であったが，本研究結果より健常大

学生への 間の 介入により不適応なメタ

認知的信念が 意に することが示された。

能動的な注意の を行うことにより，思考が

か でいても に注意を向け続けることで自

の思考と を置けるデ タ ト・

ル ス を

体験し，不適応なメタ認知的信念が適応的なも

のに変 した 能性が考えられる。

上 のように， は自己注目を さ る

ための対処 として， 的に 発された心

である。しかし，うつ は注意機能を る

機能に障 があることや， メ

モ 題などに されるような認知的

は 野を めた注意を る神経 や機能

に変 を及ぼす ことから，

による注意機能への介入はその基 となる

神経機能の変 も わ て検討することができ

ると考えられる。そのため，本研究では

を用いた 定を行ったが， 間の介入による

意な注意 ト クの変動は見られなかっ

た。

・ 野 の研究では 日 ，

間の ルな を研究 力者

に行わ たが，本研究と同様注意 ト ク

の変 は認められなかった。一 ，介入 間は

くとも， した 者による 日

日間

， ル

による 日間

の

ル ストレ によって， 心者に

おいて実行 ト クの が認められたこ

とが されている。 ル ストレ

と は能動的に注意を 作する

であるという で しているため， によ

っても ル ストレ と の

変 が見られることが されるが，介入 間

が かったことや， した 者がおら

者の に対するモ ベ を に

めることができなかった 能性があることな

どが， 意な注意 ト クの変 が見られ

なかった として考えられる。

一 ， の に して を行った

とこ ， 意な 作用はなかったが 程度の

果 が られた。このことから，

群は において反応の 早さを示す

傾向があったと考えられる。 が くなったこ

とに しては， 群は においてト

ク 持続的 な 的な注意状態を 題中に示

していたことが できる。ト クな注意と

は 的 時間 持される注意状態であり，反

復的で い 題を して 定されることが多い

。 ではト クな

注意ではなく， ク 状態的 な 的

注意が 定される。 クな注意は，タ

ト の 現が予 される状 において

持 さ れ る 注 意 状 態 を す

。 ではト クな注意を

的には 定することはできないが， にお

ける 体的な反応時間とト クな 果が

を示すことが実 されておりト クな注

意を予 するために の 体的な を用い

る こ と が 能 で あ る

。 は

間 上 に対して持続的に能動的な注意

を向け続ける であることから，

クな注意ではなくト クな注意に 果が現れ

るようになったものと考えられる。ト クな

注意は 的注意や 的注意を 的な

注意機能の基 になる

が， の によりト ク

な注意が されるようになった 能性がある。

 (F (1,23) = 
2.09, n.s.; F (1,23) = .08, n.s.)

( 2 = .00)  
(c)  

 (ATT )  (pre post) 

 ( F (1,23) = .06, n.s.;  
F (1,23) = .53, n.s.)

 (F (1,23) = .23, n.s.)
 ( 2 = .00)  

(d)  
 (ATT )  (pre post) 

 (F (1,23) = 4.62, p 
< .05)

 (F (1,23) = .41, 
n.s.; F (1,23) = .18, n.s.)

 ( 2 = .00)  
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